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広報たいじ　今月のトピックス

～保育園・幼稚園の子どもたちが芋掘りをしました～
　
平成 23 年 10 月 27 日（木）、町内の平見地区に

ある畑で保育所・幼稚園の園児達が保護者の方た
ちと一緒に芋堀りをしました。この芋は、子ども
達が 5 月に植えた苗が育ったもので、5 ヶ月間す
くすくと成長し、立派な芋になっていました。

みんなは、一生懸命に芋を掘り、貴重な体験が
でき、楽しい時間を過ごせたことでしょう。

～東新青年同志会が義援金を那智勝浦町へ～

平成 23 年 10 月 25 日（火）、東新青年同志会が
台風 12 号による被災者のために役立ててもらお
うと、初穂料の一部を義援金として、那智勝浦町
へ寄附いたしました。

～平成 23年度太地町人権教育講演会～

11 月 13 日（日）、公民館で、太地町人権尊重推進委員会と太地町教育委員会の共催で、くす
のきしげのり氏を招き、「平成 23 年度太地町人権講演会」を開催しました。

くすのき先生は、「心豊かに生きる」をテーマに創作童話・絵本・詩・童謡など児童文学の創
作と小学校の教育現場における「徳育」を中心に教育活動を行っています。

当日は、自身が書いた絵本を通じて「人を思いやることの大切さ」などを語り、とても心温ま
る講演となりました。
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　私は小さい頃から父と母の姿を見てきました。私の両親は公務員です。父は隣町の役
場で、母は地元で保育士をして働いています。
　私はこの夏休みに町の役場で職業体験をさせて頂きました。役場にはたくさんの課が
あり、様々な仕事をしてくれているんだと知りました。私は太地町の文化財の見回りに
参加させてもらい、「夫婦イブキ」というイブキの木に肥料をまくお手伝いをしました。
夫婦イブキは、樹齢三百六十年余りの大きな堂々とした木です。きびしい潮風に吹かれ
ながらもしっかりと台地に根を張り、たくましく成長していく姿に多くの人が勇気づけ
られたことでしょう。役場の人達がこのように文化財の維持、保存して下さっているか
らこそ、今もかわらず雄大で活力があり、生き生きしているんだと私は思いました。太
地に住んでいても知らなかった文化財がたくさんあり、これからはもっと自分の町に関
心を持ち、あたり前の風景ではなく、その一つ一つが、多くの人々の力によって大切に
保護されているんだと感謝の気持ちをもたなければならないと思いました。
　私の父は、「お父さんはみんなから頂く税金を大切にしたい」とよく私に話してくれ
ます。休みの日でも、夜中でも、父は台風や地震、天候が悪くなると、すぐ町の安全の
ためにダムの様子を見に行きます。私は職業体験を経験し、改めて父のことを誇りに思
いました。そして同時に、一人一人が汗水を流して払った大切な国民の財産である税に
対して、深い感謝の気持ちでいっぱいになりました。税金のおかげで、両親も働くこと
ができ、皆が豊かで健康的な人生を送れ、歴史や伝統も大切に守ることができているの
です。
　私はこんなにも身近なところで税金が私たちの生活を支えてくれていることに気がつ
きました。ゴミの処理、医療、消防、警察、教育など、税金は他にもたくさんのことに
役立ってくれていることも分かりました。私達が生きていくためには、税金はなくては
ならないとても大切な存在なのです。今まで、遠くに感じていた税金は、実は直に私達
の毎日の生活にひびいてくるものなのです。私は将来、税金を喜んで払える人になりた
いと思います。税金を払っていない人達もいることも今の現状です。私達の暮らしに還
元してくれる税金を国民のみんながきっちり納めることができたなら、豊かな社会にな
ると思います。
　夫婦イブキは今日もがっしりと手を組み合うようにお互いを支えあい、海から運ばれ
るさわやかな風と共に、私達に勇気と安らぎを与えてくれています。これからも、この
すばらしい光景が続くことを願い、私自身もしっかりと成長していきたいです。あの夫
婦イブキのように。

　この度、太地中学校３年生の寺本安那さんが「税についての作文」で国税庁長官賞を
受賞しました。その受賞作文を以下に掲載いたします。

太地中学校３年生　寺本　安那

「税についての作文」入賞作文紹介

町の文化財
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戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

に
対
す
る
特
別
給
付
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
旧
ソ
連
ま
た
は

モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け
る

戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22

年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有

す
る
ご
存
命
の
方
で
す
。（
特

別
措
置
法
施
行
日
（
平
成
22
年

６
月
16
日
）
以
降
に
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
相
続
人
は
請
求
で
き

ま
す
が
、
施
行
日
前
に
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
等
は
、
対

象
と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。）

　

請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
24

年
３
月
31
日
で
す
。
ま
だ
請
求

さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
急
ぎ
く

だ
さ
い
。
請
求
期
間
内
に
特
別

給
付
金
の
支
給
の
請
求
を
し
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
至
急
、

当
基
金
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
既
に
特
別
給
付
金
を
支
給
さ

れ
た
方
は
、
再
度
の
請
求
は
で

き
ま
せ
ん
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金　

事
業
部
特
別
給
付

金
認
定
担
当

０
５
７
０
―
０
５
９
―
２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

◇
受
付
時
間　

平
日
９
時
～
18

時
（
土
日
、
祝
日
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
）

日
曜
・
無
料
公
証
法
律
相
談

◇
日
時　

12
月
18
日
（
日
）

　
　

24
年
１
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
～
17
時

（
要
予
約
、相
談
無
料
、秘
密
厳
守
）

◇
場
所　

新
宮
公
証
役
場

◇
相
談
員　

　
　
　

公
証
人　

中
村　

司

◇
相
談
内
容　

遺
言
、
相
続
、

離
婚
問
題
（
子
の
養
育
費
、
年

金
分
割
、
慰
謝
料
、
財
産
分
与
）、

任
意
後
見
（
高
齢
者
等
の
財
産

管
理
）、
土
地
建
物
の
賃
貸
借
、

金
銭
の
貸
借
、
売
買
、
贈
与
、

債
務
弁
済
、
保
証
、
そ
の
他
各

種
の
契
約
、
尊
厳
死
宣
言
、
会

社
定
款
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
新
宮
公
証
役

場
（
℡
２
１
―
２
３
４
４
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
等
募
集
案
内

◇
推
薦
入
試　

受
付
期
間

　

平
成
23
年
12
月
16
日
（
金
）

　

ま
で

◇
一
般
入
試　

受
付
期
間

　

平
成
24
年
１
月
６
日
（
金
）

　

ま
で

◇
応
募
資
格

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中

学
校
卒
業
者
（
平
成
24
年
３
月

に
中
学
校
卒
業
見
込
み
の
者
を

含
む
）

◇
工
科
学
校
説
明
会

　

平
成
23
年
12
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時
～
12
時

　

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

※
手
当
、
ボ
ー
ナ
ス
を
も
ら
い

な
が
ら
高
校
卒
業
資
格
を
所
得

で
き
ま
す
。
将
来
は
、
陸
上
自

衛
官
と
し
て
勤
務
し
、
ま
た
一

部
の
者
は
防
衛
大
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
へ
進
む
者
も
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
自
衛
隊
新

宮
地
域
事
務
所
（
℡
０
７
３
５

―
２
１
―
３
４
４
９
）
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ト
ル
コ
大
地
震
災
害
義
援
金

募
集

　

平
成
23
年
10
月
23
日
に
ト
ル

コ
東
部
で
発
生
し
た
「
ト
ル
コ

大
地
震
」
に
よ
る
被
災
者
を
支

援
す
る
た
め
、「
ト
ル
コ
大
地

震
災
害
義
援
金
」
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

◇
受
付
期
間

　

平
成
23
年
10
月
24
日
～　

　
　
　

平
成
24
年
３
月
30
日

◇
義
援
金
の
交
付
先

　

駐
日
ト
ル
コ
共
和
国
大
使
館

◇
実
施
主
体　

和
歌
山
県

◇
義
援
金
受
入
口
座

　

・
金
融
機
関　

　
　
　

紀
陽
銀
行　

県
庁
支
店

　

・
口
座
番
号　

　
　
　
（
普
）
３
９
６
９
１
５

　

・
口
座
名
義

　
　

和
歌
山
県
ト
ル
コ
震
災
支

　
　

援
の
会

◇
義
援
金
の
課
税
上
の
取
扱
い

　

こ
の
義
援
金
は
、
所
得
税
法

及
び
地
方
税
法
に
規
定
す
る
寄

附
金
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

◇
領
収
書
の
発
行

　

義
援
金
の
寄
附
者
で
領
収
書

の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、

県
知
事
名
に
よ
る
領
収
書
を
発

行
い
た
し
ま
す
。

　

領
収
書
発
行
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
和
歌
山
県
企

画
部
企
画
政
策
局
文
化
国
際

班
（
℡
０
７
３
―
４
４
１
―

２
０
５
７
）
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

◇
紀
陽
銀
行
本
店
・
支
店
の
窓

口
で
の
振
込
に
つ
い
て
は
、
手

数
料
無
料
で
す
。

成
人
式
の
開
催
に
つ
い
て

◇
日
時 

平
成
24
年
１
月
３
日

　
　

午
前
10
時
30
分

◇
場
所　

公
民
館
大
集
会
室

◇
対
象
者　

平
成
３
年
４
月
２

日
～
平
成
４
年
４
月
１
日
生

　

太
地
町
出
身
で
、
正
月
に
帰

省
し
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

12
月
12
日
ま
で
に
太
地
町
教
育

委
員
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
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景景観観防防止止条条例例ににつついいてて��

 

景観支障防止条例が施行されます！ 

和歌山県条例「建築物等の外観の維持保全及び景観支障状態の制限に関する条例（通称：景観

支障防止条例）」が平成 24 年 1 月 1 日に施行されます。 
 この条例は、著しく劣悪な景観により県民の生活環境が阻害されることを防止するため、建築

物等が廃墟化し景観上支障となることを禁止し、そのような廃墟については、周辺住民からの要

請をもって除去などの措置を行わせることが可能とすることが定められています。 
 

景観支障防止条例の主な内容 
 
 ○廃墟にさせないための最低限の規範 
  
建築物所有者等の責務 
建築物等について、周辺の良好な景観に支障となる廃墟とならないよう維持保全に努めなけ

ればなりません。 
建築物等の状態規定 
建築物等が特に著しい破損、腐食等が生じており、周辺の良好な景観と著しく不調和な状態

（景観支障状態）となることを禁止します。 

 

 
 問い合わせ先： 県庁 都市政策課 ０７３－４４１－３２２８ 
 詳しくはホームページをご覧ください  

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/080900/keikansisyou/gaiyou.html 

※「特に著しい破損、腐食」とは 
 長期間適切な維持保全がされていないことにより、屋根又は外壁の 1/10 以上が

損壊に至った状態 
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《保健衛生関係 12月行事予定》

　

11
月
13
日
（
日
曜
日
）
に
平
成
23
年
度
の
大

北
北
部
地
震
総
合
防
災
訓
練
と
し
て
、
白
馬
村

ウ
ィ
ン
グ
21
ホ
ー
ル
を
会
場
に
防
災
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
会
場
は
一
般
参
加

者
約

350
名
と
消
防
団
員
約

100
名
で
埋
め
尽
く
さ

れ
、
参
加
者
は
講
師
の
講
演
を
熱
心
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
メ
イ
ン
は
白
馬
村
の
お
隣
、
大
町

市
出
身
で
N
H
K
解
説
委
員
の
山
﨑
登
氏
に

よ
る
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
地
域
防
災
に

関
す
る
内
容
の
も
の
で
し
た
。
講
演
で
は
3
月

11
日
の
N
H
K
国
会
中
継
を
中
断
し
て
の
地

震
情
報
番
組
が
再
放
送
さ
れ
、
緊
急
地
震
速
報

の
音
が
会
場
に
鳴
り
響
く
と
、
の
ど
元
を
過
ぎ

か
け
て
い
た
記
憶
が
蘇
り
、
参
加
者
が
地
域
防

災
に
対
す
る
考
え
方
を
再
認
識
す
る
場
と
な
り

ま
し
た
。

ー白馬からお便りー【姉妹都市「白馬村」コーナー】

住民基本台帳
（平成 23 年 10 月末日現在）

総人口 3,411 人
　　男  1,540 人
　　女  1,871 人

世帯数   1,656 世帯
（前月比：総人口  7 人減
             世帯数　1 世帯減）

平
成
23
年
度
大
北
北
部
地
震
総
合

防
災
訓
練
　
防
災
講
演
会

編
集
と
発
行
　
太
地
町
役
場
　
総
務
課
　
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
太
地
町
大
字
太
地
3
7
6
7
ー
1
　
平
成
23
年
12
月
1
日
発
行

子育て支援関係
月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

12 月  １日（木） ちびっ子ひろば 10：00 ～ 11：00 ふれあいルーム12 月  ８日（木）
健康相談

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所
12 月  １日（木） 乳幼児身体計測 11：00 ～ 11：30 ふれあいルーム

12 月　6 日（火）成人健康相談（血圧測定）
10：30 ～ 11：30 公民館
13：00 ～ 13：30 平見集会所
14：00 ～ 15：00 老人憩の家

12 月 19 日（月） 乳幼児健康相談 10：00 ～ 11：30 ふれあいルーム
12 月 26 日（月）成人健康相談（血圧測定） 15：00 ～ 15：30 森浦集会所
健診

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所
12 月  １日（木） 10 ヶ月児健診 13：00 ～ 13：15（受付） 那智勝浦町健康福祉センター
12 月 22 日（木） ４か月児健診 13：00 ～ 13：10（受付） 那智勝浦町健康福祉センター
健康教育

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所
12 月　2 日（金） 口腔機能向上教室 13：30 ～ 15：00 多目的センター
12 月　5 日（月）

なかよし体操 13：30 ～ 15：00
東新集会所12 月 19 日（月）

12 月 12 日（月） 森浦集会所12 月 26 日（月）
12 月 16 日（金） 男の人の料理教室 10:00 ～ 13:00 公民館

～お食事のご案内～
※　昼食 11時～ 14時　　　　
※　夕食 17時～ 19時 30分
※　宴会・折詰・弁当・おまぜ等

お気軽に御利用ください

国民宿舎　白鯨
TEL５９－２３２３


